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上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

オミ

鹿

重

古住

一
昨
年
森
起
っ
た
諦
は
ゆ
る
五
川
市
市
件
は
、
支
那
に
於
工
雌
ご
な
っ
た
不
平
等
保
約
臨
脱
出
指
令
』
円
的
ご
す
る
図
以

運
動
は
、
昨
年
夏
川
来
同
民
革
命
軍
内
北
征
ご
芭
も
に
九
一
品
川
逃
伝
る
俊
民
台
怠
け
、
ム
干
後
同
巾
車
内
勝
利
に
作
ム
℃
一

府
甚
し
〈
な
る
で
あ
ら
う
o

然
ら
ば
不
準
等
保
約
威
一
栄
は
何
ゲ
一
品
川
床
ず
る
か
己
い
ふ
に
、

そ
れ
に
は
色
々
の
意
味

が
あ
る
げ
れ
ど
も
、

円
下
り
ご
ニ
ゐ
、
主
な
る
も

ωは
閥
枕
白
七
桃
同
復
、
治
外
法
肱
倣
威
、

机
界
川
股
川
三
一
一
者

で
あ
っ
て
、
共
中
で
肢
も
雄
高
〈
婆
求
せ
ら
れ
い
る
の
は
閥
枕
自
七
悌
同
伎
で
め
る
o

之
に
闘
し

τ
一
昨
年
秋
十
一

月
十
九
日
脚
税
特
別
命
日
議
叫
員
留
に
於

τ.
「
奉
加
列
凶
は
附
税
自
主
維
を
享
受
す
る
支
那
山
桃
利
を
承
総
し
、

千
九
百
二
十
九
年
一
月
一
日
よ
ち
支
那
国
定
税
率
法
凶
質
施
仁
同
意
す
」

Z
い
ふ
決
議
が
ゐ
っ
た
こ
古
は
、
私
が

本
誌
第
二
十
四
忽
第
一
腕
に
於

τ陥
に
越
4
h
H

己
こ
ろ
で
あ
る
が
、
治
外
法
緋
撤
廃
に
閲
し
て
は
、
昨
年
十
一
月

時

論

上
梅
中
立
に
闘
す
る
一
考
蕊

第
二
十
五
容

，、
九

第

曲量

~ ，、
九

， "・



時

上
海
中
立
に
闘
す
る
二
#
袋

第
三
十
五
番

第

掠

t 
o 

き

論

二
十
九
日
後
衣
の
支
那
司
法
制
度
調
査
委
員
食

ω
報
告
が
あ
っ

τ、
之
に
依

τ、
支
那
政
府
が
希
望
す
る
に
於

τ

は
、
聞
係
列
凶
は
漸
進
的
計
設
に
従
ふ
て
撤
臨
畑
仕
考
慮
す
る
を
妨
げ
旧
制
こ
ぜ
を
糊
告
し
た
。

租
界
同
牧
に
閲
し
て

は
、
支
那

ω急
進
論
者

ω問
じ
武
力
回
収
を
叫
ぶ
者
が
あ
っ
て
、
今
年
春
一
月
上
旬
武
漢
政
府
は
漢
口
及
び
九
江

の
英
同
組
川
抑
を
経
団
L
わ
い
が
、
二
月
十
九
日
山
隊
小
久
仁
オ

1
7
ν
1協
定
に
よ
っ
て
同
制
な
る
解
決
を
見
る
守
二
」

ヨ
?
な
り
、

是
よ
り
先
一
喝
さ
、

白
耳
義
政
府
も
亦
剣
山
僚
何
に
て
天
枠
白
ぱ
説
明
利
川
井
を
叫
返
附
す
る
-
」
ご
を
撚
明
L
K
。

列
闘
が
支
那
の
不
卒
等
傑
約
滋
裂
の
要
求
に
常
面
し
て
縛
し
た
芭
こ
ろ
は
以
上
に
止
ま
ら
ぬ
。
英
凶

μ
抗
日
九

江
机
葬
式
力
同
牧
耕
件
の
起
る
や
、

直
に
支
那
に
二
誌
の
大
兵
営
波
治
し
て
大
に
強
阪
な
る
態
皮
ヤ
示
し
た
り
れ

い
と
も
、
他

ω
-
方
l
於
E
、
昨
年
末
以
来
北
♂
針
支
政
策
を
著
し
〈
旋
一
見
し
て
、
徒
仁
立

(ω
有
す
る
特
繰
り
維
持

じ
悠
々
だ
ら
中
、
現
行
英
支
線
約
の
段
平
時
勢
に
泊
せ
ゴ
-
る
こ
ご
を
認
め
て
、
非
怖
に
安
協
的
誕
歩
的
ピ
な
っ
た

こ
正
は
、
英
側
政
府

ω
支
那
に
閲
す
る
昨
年
十
二
月
十
入
日
の
提
案
に
徴
し
て
明
で
あ
る
。
一
見
仁
之
島
正
哉
書
す
る

も
の
は
、
去
る
一
月
二
十
七
日
支
那
出
北
政
府
に
提
出
し
た
蜂
吉
山
科
明
に
開
可
る
同
月
二
十
九
日
バ

I
ミ
ン
ガ

ム
に
於
り
る
外
務
大
町
チ
エ
Y

バ
1
レ
ン
氏
の
演
説
で
あ
る
。
此
山
り
演
説
に
於

τ、
氏
は
「
支
那
が
庇
支
英
国
人

に
濁
し
て
、
外
凶
人
ご

L
て
享
受
す
4
L
d
普
通
の
権
利
を
充
分
保
護
す
る
保
日
仰
を
奥
ふ
る
な
ら
ば
、
英
岡
政
府
は

漸
次
之
に
賂
じ
て
現
在
支
那
に
於
て
有
す
る
各
純

ω
特
雌
を
拠
梨
す
る
用
意
を
有
し
、
吾
人

ω
潟
し
得
る
総
て
を

識
し
て
支
那

ω
要
求
に
勝
守
ん
ご
す
る
も
の
で
あ
る
」
芭
言
明
し
、
英
側
政
府
に
於

τ日
開
枇
自
主
柿
岡
山
帳
、
治

r 守百 d 



外
法
山
怖
撤
出
崩
・

利
回
押
問
状
の
諮
問
題
に
閥

L
f
L
・
相
川
行
他
陣
約
的
改
正
吉
行
ム
用
意
が
あ
り
、
内
乱

ω
最
中
に
も
拘

は
ら
す
、
南
北
政
府
・
」
之
が
交
W
を
錦
さ
ん
ご
欲
す
る
り
れ
ど
も
、

た
い
・
支
那
金
岡
氏
を
代
求
(
て
保
約
ey
締
結

し
得
る
政
府
り
な
き
を
来
何
に
せ
ん
、

正
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
。

米
凶
政
府
も
亦
去
る
一
月
二
十
六
日
凶
務
州
グ
ロ
ア
グ
氏
を
し
て
、
同
政
府
は
支
那
に
封
し
、
開
枕
自
主
継
を

承
泌
し
且
治
外
法
棋
を
倣
臨
加
す
む
覚
加
価
伝
る
精
紳
正
誠
な
ど
を
布
L
、
必
要
な
る
場
合
に
は
取
組
側
で
も
交
怖
を
附

始
す
る
決
意
が
め
る
が
、
問
題
仏
何
人
士
相
手
に

Lτ
交
沙
す
る
か
の
貼
に
あ
る
・
お

L
支
那
に
し
て
金
剛
氏
を

代
衣

T
る
者

'r任
命
す
る
こ
ご
に
於
て
一
致
す
る
な
ら
ば
.
米
同
政
府
は
之
ピ
新
保
約
を
締
結
す
る
の
別
立
が
あ

る
旨
炉
探
朋
せ
し
め
た
。
仰
凶
政
府
も
、
支
那
山
・
正
常
な
る
凶
民
的
願
川
主
に
封
[
、
次
試
的
考
慮
を
拠
へ
る
誠
意

を
定
的
[
行
っ
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
o

我
川
政
府
炉
、
不
-
争
等
保
約
を
改
正
し
て
、
支
那
り
岡
民
的
梨
求
り
遜
成
に
援
助
す
る
川
誠
意
ef
布
す
る
こ
ど

に
於

τ人
後
に
落
も
叫
、
否
な
英
米
仰
議
論
川
内
政
府
以
上
で
あ
る
ニ
正
以
、

一
昨
年
秋
捌
枕
特
別
合
議
り
併
説
に

於
は
る
日
佐
全
出
惟

ω
態
度
に
よ
っ
て
明
で
あ
る
が
・
延
に
此

ω誠
意
は
、
昨
年
秋
以
来
非
公
式
な
が
ら
も
北
京
政

府
正
日
支
泌
繭
悠
約
改
正
的
交
沙
を
重
ね
っ
、
あ
る

Z
に
よ
っ

τも
一
不
さ
れ

t
ゐ
る
。
り
れ
Y
」
も
、
支
那
に
委

同
氏
を
代
表
す
る
政
府
的
成
立
せ
ぎ
る
限
り
、
知
川
川
仁
我
が
政
府
を
始
め
英
米
仰
諸
凶
政
府
に
於

τ、
現
行
倹
約

改
正
に
閲
す
る
支
那
凶
国
民
的
要
以
に
添
は
ん
司
』
ピ
を
熱
望
し
て
も
、
良
市
何
正
一
も

L
難
い
で
は
な
い
か
。
支
那
人

時

よ
血
中
立
に
附
す
る
一
幸
察

2晶

第
二
十
五
番

*~ 
腕

t 
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時

論

上
海
巾
立
に
山
附
す
る
一
考
器

第
二
十
五
省

セ

第

蹴

ヒ

が
巣
し
て
不
卒
等
倹
約
廓
裂
を
奥
剣
に
企
岡
す
る
な
ら
ば
、
彼
等
を
代
表
し
て
倹
約
改
正
の
衝
に
嘗
る
べ
き
政
府

を
建
設
す
る
ニ
ご
が
急
務
で
あ
る
。
然
る
に
比

ω重
大
事
を
関
却
し
て
、
漫
に
不
平
等
保
約
滋
誕
の
困
難
を
列
国

政
府

ω不
誠
意
に
蹄
す
る
は
、

甚
し
き
考
へ
迩

υで
あ
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

之
に
開
聯
し
て
一
言
ー
し
た
い
い
こ
言
は
、
英
国
や
我
凶
に
於
て
行
は
れ
つ
、
ゐ
る
支
那
山
一
闘
民
政
府

(
現
在
的
武

波
政
府
)
承
認
論
じ
つ
い
て
v
ゐ
る
。
英
凶

ω勢
倒
探
は
今
年
来
阪
に
悶
川
山
政
府
を
承
認
す
べ
き
こ
正
を
主
張
L

た
が
、
我
国
に
於

τも
無
産
政
識
中
弊
農
築
山
如
き
は
、
国
民
政
府
印
時
承
認
論
を
錯
し
っ
、
あ
る
の
で
あ
る
。

先
般
来
朝
し
た
戴
天
仇
氏
の
如
き
も
、

日
本
政
府
仁
謝
し
て
敢
て
国
民
政
府
承
認
を
求
め
品
り
れ
ど
も
、
同
政
府

が
近
〈
年
間

ω仰
似
た
る
北
京
政
府
を
倒
壊
し
て
、
金
支
那
山
支
配
械
を
握
る
こ
三
疑
な
さ
以
上
、
進
ん
で
一
日

も
早
〈
同
政
府
を
↓
水
認
す
る
こ
正
が
、

日
本
政
府
じ
取
っ
て
賢
明

ω
策
で
あ
勺
う
o

日
本
政
府
は
同
政
府
全
率
先

承
認
す
る
こ

Z
に
よ
っ
て
生
す
べ
き
支
那
人
山
針
日
好
成
に
よ
っ
て
利
す
る
ご
こ
ろ
決
し
て
砂
少
で
あ
ゐ
ま
い
、

吉
会
言
し
、
私
も
氏
よ
h
庇
桜
此
内
意
見
一
V

聞
か
さ
れ
た
が
、
今
日
ま
で
の
事
情
に
照
L
、
剛
氏
政
府
を
承
認
す

る
こ
ご
は
果
し
て
骨
闘
を
得
た
-
』
ピ
で
あ
ら
う
か
。

噂
の
あ
っ
た
国
民
議

ω
共
産
-
畑
山
之
非
共
産
減
ご
山
札
幌
が
甚
し
〈
な
っ
セ
結
川
溝
、
岡
氏
諜
が
二
一
械
に
分
裂
し

て
、
去
る
四
月
十
八
日
武
抽
出
政
府
川
一
外
に
、
腕
介
石
氏
り
下
に
市
J
A
政
府
内
姥
設
か
見
る
に
王
っ
た
が
、
分
裂
前

郎
も
悶
民
政
府
が
北
京
政
府
己
江
を
距

τ
、
市
北
相
劉
峠
し
た
時
代
仁
於

τも
、
悶
民
政
府

ω承
認
は
支
那

ω内

" 



は
、
支
那
ハ
問
北
り
H
T
雌
を
認
む
る
も
の
で
あ
っ

1
、
蓋
し
斯
〈
の
如
き
は
凶
民
政
府
り
士
山
で
あ
る
ま
い
し
、

又
支

政
に
干
沙
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

不
五
嘗
で
ゐ
る
正
い
は
ね
ば
な
ら
臥
。
蓋
し
砕
回
附
閑
民
政
府
は
長
江
以
耐
を
占

傾
支
配
し
た
の
み
で
あ
う
て
、

会
支
那
川
り
政
府
乞
建
設
ぜ
ん
ご
す
る
政
治
上
的
目
的
を
未

r法
成
し
て
ゐ
な
下
っ

た
。
北
京
政
府
が
山
・
り
な
り
に
も
北
支
那
を
支
配
し
た
以
上
、

悶
民
政
府
を
益
支
那
り
政
府
己

Lτ
承
訟
す
る

ご
は
時
機
向
日
T

で
あ
っ
た
ど
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

き
り
古
て
、

之
を
以
て
市
支
那

ω政
府
ご
し
℃
承
認
す
る
言
き

那
会
凶
民
的
思
む
ご
こ
ろ
で
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
o

最
近
閥
民
政
府
分
裂
し
て
牧
、
南
京
北
京
武
技
一
一
一
政
府
州
立

し
て
相
守
ふ
以
上
、
其

ω
一
を
金
支
那

ω政
府
Z
L
て
一
水
話
す
る
が
如
き
は

一
層
不
五
常
で
あ
ら
ね
ば
な
ら

of} 。
支
那
政
局
川
珠
洲
は
何
人
に
ご
ウ
℃
も
困
難

ω
ご
ご
で
あ
る
が
、
最
一
屯
の
形
勢
に
鑑
み
て
、
問
問
民
館
が
先
づ

革
命

H
的
を
漣
す
る
日
が
近
宮
崎
問
山
市
に
あ
る
ご
悦
定
し
、
支
那
企
図
以
十
日
4
代
泌
す
る
政
府
が
成
立
す
る
こ
ご
み
の
る

場
合

l
l、水一似性
ωあ
る
新
政
府
り
成
立
を
期
司
る
こ
ピ
は
到
底
ム
ハ
ケ
政

ν
で
あ
ら
う
げ
れ
ど
も
1
ー
に
は
、
山
中

慌
の
請
す
限
り
誌
に
新
政
府
を
承
泌
す
べ
き
で
あ
る
が
、

現
朕

ω下
仁
一
於
て
は
、

如
何
な
る
政
府
h
h

る
を
問
は

す
、
共
的
承
認
は
王
蛍
で
な
い
さ
い
ふ
非
難
を
兎
引
い
な
い

Vω
で
あ
る
。

支
那
に
於
て
全
国
民
佐
代
表
す
る
政
府
が
成
立
す
る
ご
き
は
、
我
が
政
府
は
速
に
之
を
承
似
し
て
、
不
平
等
僚

時

論

上
梅
中
立
に
附
す
る
一
考
察

第
二
十
五
器

士

都

競

を:

切 4



時

第
二
十
五
容

ヒ
凶

4二
回

格

税

面繭

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

約
改
正
に
闘
す
る
正
式
な
る
交
沙
に
臨
じ
、
関
枕
自
主
機
同
俊
民
び
治
外
法
縦
撤
厳
[
い
関
宮
る
要
求
は
、
合
理
的

な
る
限
り
之
を
容
認
し
て
、
相
互
A
T
等
ケ
原
則
正
す
る
新
国
際
関
係
り
樹
立
に
協
力
を
客
U
ぺ
き
で
な
い
。
然
ら

ば
北
(
際
和
川
抑
は
之
を
如
何
に
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
o

無
保
件
に
其

ω全
部
を
支
那
に
送
附
す
べ
き
で
ゐ
ら
う
か
。

英
幽

μ
我
吋
幽
ご
同
じ
〈
支
那
に
於
℃
多
数
的
利
芥
合
宿
し
、
我
闘
ご
立
場
-T
同
じ
〈
す
る
か
ら
、
先
づ
英
凶
り
祖

界
問
題
に
劃
す
る
態
度
を
吟
味
す
る
を
要
す
る
o

漠
日
比
ぴ
九
江
に
於
け
る
英
凶
利
回
介
武
力
川
牧
り
行
は
H
H

た
直
後
即
ち
去
る
一
月
二
十
九
日
バ

1
ミ

y
ガ
ム
に

於
げ
る
前
訟
に
於

τ、
チ
エ
ン
バ

1
レ
ン
氏
は
机
外
地
附

ω己
む
を
得
F
る
こ
ご
を
認
め
一
、
各
地
内
特
妹
一
事
怖
を

参
酌

L
℃
還
附
に
閲
す
る
地
方
的
協
定
を
行
ひ
、
相
川
介
在
髄
英
凶
人
に
拙
到
し
市
政
上
相
蛍
り
畿
言
川
慌
を
保
切
す
る

叫
闘
で
あ
る
ご
言
明
し
た
の
で
め
る
が
、
去
る
二
月
十
九
日
の
排
出
口
九
江
英
国
租
界
混
附
に
関
す
る
陳
次
仁
ォ
!
?

レ
1
協
定
は
此

ω趣
旨
じ
基
い
て
ゐ
る
。
此
川
町
協
定
に
よ
れ
ば
、
漢
口
九
江
は
謹
附
牧
之
を
天
拘
漢
口
に
於
け
る

前
山
湖
、
換
供
二
国
租
制
作
的
如
く
、
英
凶
租
M
f
正
和
し
た
阪
域
全
部
に
桝
到
し
て
一
一
柑
特
別
の
支
那
市
政
機
闘
を
設
り

る
ニ
ぜ
に
な
り
、
去
る
三
月
十
四
日

l
h
封
施
せ
ら
れ
た
漢
日
新
市
政
鹿
章
穫
に
よ
れ
ば
、
市
政
は
市
政
局
に
委

ね
ら
れ
、
同
局
に
晶
君
事
曾
を
組
織
し
て
共
凶
議
員
を
七
名
ご
し
、
局
長

ω議
長
た
る
も
の
を
除
き
、
他
の
六
名
は

英
支
人
各
三
名
正
[
て
、
市
政
に
閲
し
て
英
支
人
の
卒
等
を
期
す
る
の
で
あ
る
。

右

ω
新
章
税
に
よ
っ
て
漢
口
多
劫
曾
議
員
た
る
英
同
人
三
名
は
、
其
後
間
も
な
〈
、
自
治
行
政

ω
何
物
た
る
を

" ~.~ 



二
月
十
九
日
陳
友
仁
氏
的
針
英
宣
言
に
よ
れ
ば
、
「
此
日
刊

ω競
技
(
渓
口
英
国
租
界
に
闘
し
て
協
定
せ
る
酷
刑
法
)
ヰ。

解
せ
ざ

ι支
那
人
己
、
も
に
、

市
政
に
輿
か
る
こ
己
は
茶
番
粍
言
に
過
ぎ
品
目
ご
て
、

陳
友
仁
ォ
!
マ

V
1協
定
鹿

止
の
希
望
全
英
岡
公
使
に
申
出
で
た
位
で
、

在
支
英
国
人
中
に
評
判
が
好
〈
な
い
ゃ
う
で
ゐ
る
o

け
れ
ど
も
、
上

記
ヲ
エ
ン
バ

1
レ
ン
氏
の
言
明
に
徴
す
れ
ば
、

今
筏
英
国
が
他
り
租
界
十
』
泌
附
す
る
に
方
-
り
て
は
、

大
健
に
於
て

此

ω協
定
(
武
漢
政
府
が
政
治
上
の
円
的
を
蓬
ぜ
玄
る
が
銭
的
結
局
新
政
府

ω承
認
を
得

g
る
叫
ん
官
、
此
的
協
定

の
殻
力
仰
何

ω問
旭
川
碗
究
は
他

ω機
曾
に
譲
ゐ
)
セ
前
例
己
す
る
で
あ
ら
う
ご
閉
山
は
れ
る
が

1
ー
も
っ
と
も
、

以
て
九
江
粗
削
砕
を
除
〈
以
外
の
地
卸
丸
支
那
山
他
凶
作
火
山
間
和
田
抑
或
は
他
岡

ω
租
界
問
題
佐
解
決
す
る
前
例
古
銭
さ

ん
芭
す
る
も
の
で
な
い
」
き
う
で
ゐ
る
け
れ
ど
も
|
|
上
海
共
同
税
制
押
に
閥
し
℃
は
如
何

v

フ
で
あ
ら
う
か
。

上
海
共
同
税
界
は
千
人
百
六
十
三
年
英
図
視
界
一
炉
米
国
租
旧
作
を
合
併
し
て
成
立
し
た
も
の
で
め
る
が
、
今
日
ま

で
に
英
国
人
凶
此
叫
組
問
弁
に
投
資
す

ιご
こ
ろ
且
棋
に
上
h
、
北
(
り
別
組
策
策
は
過
去
数
十
年
間
に
於
け
る
英
国

人
の
努
力
に
負
ム
ピ
ニ
ろ
が
極
的

τ多
い
己
云
以
ね
ば
な
ら
凶
。
克
仁
共
同
税
制
抑
叫
現
行
根
本
法
た
る
千
人
百
九

十
人
年

ωフ
ン
ド
・
v
ギ
ユ

v
l
シ
ヨ

y
に
よ
れ
ば
、

北
(
U

行
政
機
関
己

1J
て
工
部
局
が
あ
っ

τ、
主
り
浦
正
申

j
b
t
t
h
 

る
参
一
端
曾
員
は
千
九
百
二
十
七
年
度
に
於
E
は
、
九
名

ω内
英
国
人
五
名
日
米
人
各
二
名
、
郎
日
英
米
三
岡
人
が

市
政

ω
貸
出
惟
を
握
る
ご
同
時
に
・
英
国
人
は
共
同
組
問
弁
成
立
以
来
引
紛
き
優
越
り
地
位
を
占
的
て
ゐ
る
か
ら
、
共

時

i面

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
五
巻

七
五

鋳

都

七
ヨ王

・e 哩



時

論

上
海
中
立
に
附
す
る
一
考
按

第
二
十
一
出
品
官

七
六

第

焼

七
J
F

同
視
界
は
正
に
英
側
利
持
た
る
の
削
酬
が
ゐ
っ
て
、
極
東
に
於
り
る
英
凶
の
純
雄
胴
上

ω大
根
様
地
ご
な
っ
て
ゐ
る
。

期
総
な
究
第
で
め
る
か
ら
、
支
那
に
在
る
他
の
英
凶
利
回
抑
は
遠
か
ら
宇
悉
〈
之
を
還
附
す
る
ニ
ご
に
な
っ
て
も
、

共
同
粗
削
介
り
岡
牧
に
膳
千
る
-
-
Z
に
け
は
布
支
英
幽
人

ω大
に
許
痛
ご
す
る
正
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
巴
盟
諸
和
曾
議

以
来
問
題
正
な
り
、
支
那
り
漸
進
論
者
が
支
持
し
っ
、
あ
る
共
同
租
界
内
に
居
住
す
る
支
那
人

ω市
政
奉
加
|
|

内
外
人
平
等

ω原
則

ω下
に

1
l郎
ち
共
同
杭
芥
改
善
に
闘
す
る
要
求
を
容
認
し
て
、
依

τ以
て
机
界
的
維
持
を

岡
ら
ん
ご
す
右
主
抜
り
あ
る
所
以
は
此
に
在
る
。
ザ
-
チ
ャ
イ
ナ
・
ク
イ

1
P
7
1
・
レ
ゲ
ユ

1
1
の
偲
ふ
る
ご
こ

ろ
に
よ
れ
ば
、
上
海
改
池
案
り
一
ご
し
て
左

ω如
き
も
の
も
あ
る
さ
う
で
あ
る
。

共
同
利
回
抑
ご
仰
問
問
視
界
並
に
上
海
城
内
を
始
め
附
近
の
支
那
街
を
打
っ
て
一
九
ご

L
、
支
那
H
A
ぴ
列
閥
政
府

監
督

ω
下
に
超
自
治
慨
に
る
「
大
上
海
」
を
作
h
二
各
租
界
に
引
縦
き
目
的
を
許
す
ピ
同
時
に
「
大
上
海
」
に
も
自

お
制
を
布
一
き
、
其

ω品
書
訓
舎
に
内
外
人
中
よ
ら
岡
数
の
議
員
を
選
出
し
、
卒
等
仁
市
政
に
晶
君
奥
せ
し
め
る
。

げ
れ
ぞ
も
、
英
岡
政
府
は
支
那
に
於
て
粗
削
計
阿
牧
に
闘
す
る
要
求
の
如
何
に
熱
烈
な
る
か
e
ぜ
知
る
以
上
、
上
海
共

同
視
M
r
M
一
品
川
仁
よ
っ
て
「
幾
多
の
不
利
不
便
を
成
中
る
事
賞
を
看
過
す
る
も
の
で
は
な
い
」
け
れ
Y
」
も
、
「
今
後
百

年
間
に
於
げ
る
支
那
ピ
の
親
善
聞
係
を
一
一
府
重
大
秘
し
て
」
、
保
何
次
第
で
は
蓮
附
に
異
議
が
な
い
こ
=
は
チ

エ

ン
バ

1
レ
y
氏
山
言
明
す
る
ご
こ
ろ
仁
照
し
て
明
で
あ
る
。
然
ら
ば
僚
件
ピ
は
何
で
あ
る
か
。
其
一
は
支
那
現
欣

の
下
に
於

τ以
内
地
雑
居
を
要
以
せ
中
、

た

V

抽
出
口
九
江
の
例
を
表
酌
し
1
、
共
同
租
界
選
附
後
比
に
一
日
制
特
別

" '""" 



の
支
那
自
治
機
闘
を
設

υ、
英
国
人
に
市
政
上
相
蛍

ω畿
言
機
を
保
留
す
る
ニ
正
に
あ
る
で
あ
ら
う
。

保
件
の
第
二
は
、

チ
エ

y
j
1
v
y
E
A
の
言
ふ
ご
こ
ろ
に
よ
れ
い
ば
、
漢
口
に
超
b
た
る
が
如
き
不
詳
事
を
上
海

に
於
工
再
ぴ
繰
返
さ
ぬ
ピ
い
ふ
揃
足
な
る
保
昨
を
待
る
-
』
ご
で
あ
る
o

上
過

ω週
ム
リ
岡
民
裁
に
よ
っ
て
金
支
那
の

政
府
が
組
織
せ
ら
れ
る
日
が
近
く
に
あ
h
t
E
仮
定

L
て
、
然
ら
ば
支
那
は
守
乱
泊
ま
ち
、
天
下
は
長
〈
一
に
蹄
す

る
で
あ
ら
う
か
ぜ
い
ふ
に
、

何
人
も
今
次
の
南
北
大
衝
突
を
以
て
支
那

ω内
乱
は
其
叫
移
り
を
告
げ
た
ご
断
言
し

得
な
い
で
ゐ
ら
う

D

恐
ら
く
支
那
は
今
牧
再
三
凶
阿
乱

μ
現
在
り
混
乱
紋
腿
を
繰
返
す
で
ゐ
ら
う
が
、

き
う
で
あ

る
正
す
れ
ば
、
今
後
長
江
一
帯
に
在
る
英
閥
人

ω
錦
的
に
、
英
閥
政
府
J
H
如
何
な
る
判
脳
策
ケ
詩
中
る
で
あ
ら
う

か
。
粗
削
抑
的
設
げ
あ
る
今
日
以
前
に
於
て
す
ら
、
英
国
人
は
一
般
外
凶
人

t
t
も
に
生
命
財
産
の
安
全
を
此
り
地

方
に
於
1
見
出
L
得
な
か
っ
た
の
で
ゐ
つ

τ、
上
が
共
同
机
排
は
彼
等
に
ご
っ

τ唯
一
の
避
難
彪
で
あ
っ
た
。
英

国
政
府
が
自
由
鶏
や
労
働
誌
の
反
謝
を
顧
み
十
・
少
な
か
ら
同
犠
牲
を
榔
ふ
健
悟
を
以
て
大
兵
を
蓬
々
板
東
仁
探

遣
し
た

ωは
何
故
で
あ
る
か
ご
い
ふ
に
、
英
凶
人
に
ご
っ
て
唯
一
の
避
難
彪
た
る
上
海
共
同
和
田
弁
の
安
全
を
、
兵

カ
に
訴
へ

τも
防
衛
せ
ん
が
斜
め
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o
も
つ
ご
も
、

一
般
机
界

ω拠
来
診
要
求
す
る

支
那
政
府
は
、
共
的
ト
陶
京
政
府
た
る
ご
.
北
京
政
府
た
る
ご
、
時
間
た
又
武
迷
政
府
た
る
芭
ぞ
問
は
十
・
執
れ
も
責

任
官
負
ふ
て
英
闘
人
的
生
命
財
産
を
保
謎
す
ぺ
し
、
英
凶
は
支
那
政
府
を
信
頼
し
て
可
な
り
ざ
云
ふ
で
あ
ら
う
け

れ
ど
も
、
現
在
の
ご
こ
ろ
、
支
那
政
府
り
興
ふ
る
此
等
誇
言

ω会
〈
慌
て
に
な
ら
泊
ζ

己
は
私
が
腕
々
す
る
ま
で

時

前

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
幸
議

第
二
十
五
巻

七
七

第

蹴

べ二
七
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論

上
海
巾
立
日
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
五
巻

七
人

第

掠

じ
入

も
な
い
・
』
と
で
あ
ら
う
。
長
江
一
帯

ω英
凶
人
に
ど
っ
て
は
、
支
那
に
有
力
且
安
岡
江
る
政
府
が
組
織
せ
ら
れ
内

乱

ω
皮
な
き
に
歪
る
ま
で
、
生
命
財
産
的
安
全
に
封
す
る
保
M

仰
が
な
〈
.

z
h
ピ
て
、

一
判
事
ゐ
る
ご
き
本
凶
は

恐
か
香
港
へ
引
上
ヤ
る
こ
ご
も
非
慣
に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
今
後
に
於
て
も
、
避
推
地
ご
し
て
の
上
海
共
同
租
界

の
同
胴
低
は
伴
大
で
ゐ
る
ご
一
五
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
貴
重
な
る
上
海
共
同
組
界
皆
川
返
附
す
る
保
件
ピ
し

τ、
チ

エ

ンバ

l
レ
ン
氏
が
「
浅
口
に
起
h
た
る
が
如
き
不
時
事
を
上
海
仁
於
て
再
び
繰
返
さ
凪
己

ν
ふ
揃
足
な
る
保
防
」
を

要
求
す
る
こ
正
は
決
し

τ不
蛍
で
な
〈
、
又
英
闘
一
流

ω横
暴
で
あ
る
ご
も
云
へ
泊
。

我
凶
り
立
場
よ
り
翻
る
に
、
上
海
共
同
机
削
介
在
留
日
本
人
は
一
高
五
千
仁
延
〈
、
我
が
封
支
貿
易
の
五
割
六
分

は
岡
地
を
椛
山
(
て
行
は
れ
(
大
E
十
問
年
度
)
、
岡
地
に
於
り
る
紡
総
業
等
に
謝
す
る
投
資
総
額
は
約
表
億
凶
に

速
し

τゐ
る
。
斯
悦
な
謬
で
、
我
国
に
ご
っ
て
極
的

1
重
要
な
る
岡
地
が
‘
支
那
に
内
乱
ゐ
る
毎
に
共
の
渦
中
に

路
込
ま
れ
、

日
本
人

ω商
工
業
仁
多
大
凶
損
害
時
ぜ
及
ぼ
す
こ
苫
は
、
我
闘
ピ
し
て
忍
ぶ
べ
か
ら
F
る
苦
痛
で
あ

る
。
況
ん
や
長
一
孔
一
帯
の
日
本
人
を
今
次
の
如
き
事
鶴
め
る
場
合
に
、
患
っ
て
内
地
へ
引
上
げ

L
む
る
よ
正
は
容

易
山
り
業
で
な
い
ば
か
?
で
な
く
、
賂
来
に
於
リ
る
経
糖
的
後
展
を
阻
害
す
る
こ
ご
甚
し
い
ー
か
ら
、
上
海
を
長
江
一

帯
り
日
本
人
的
処
め
に
安
全
に
し
、
此
地
を
以
て
彼
等

ω避
難
蕗
正
す
る
こ
ご
は
、
我
凶
じ
ご
っ

τも
亦
喫
疑
事

に
尉
す
る
。

米
国
に
正
っ
て
も
・
支
那
に
内
乱
が
起
っ
て
在
留
白
鴎
人
民

ω生
命
財
産
に
脅
威
の
あ
る
ご
き
、
彼
等
h
T
海
路

# • ......軍



世
地
々
比
体
実
ま
で
引
上
げ

L
む
る
こ
ご
以
困
難
で
ゐ
ら
う
か
ら
、

日
英
岡
崎
避
難
蕗
を
少
〈
ぜ
も
中
部
支
那
の
一

角
仁
設
く
る
こ
ご
を
必
要
ご
す
る

r
あ
ら
う
。
備
凶
に
ご
っ
て
も
亦
然
h
ぜ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

四

然
ら
ば
崎
川
川
市
支
那
に
内
乱
り
ゐ
る
場
合
、
上
海
共
同
和
田
抑
を
一
一
般
外
岡
人

ω安
委
な
る
避
難
蕗
正
す
る
に
は
如

何
に
す
れ
ば
可
な
り
や
芭
い
ふ
に
、
同
租
外
の
み
な
ら
宇
、
仰
同
視
界
を
も
A

甘
み
倹
約
上
開
市
場
た
る
上
一
祉
推
に

立
(
山
り
附
近
い
官
包
括
す
る
地
方
を
調
は
ゆ
る
中
立
正
し
‘
軍
隊
軍
艦

ω
山
入
並
に
一
切
内
戦
闘
行
筋
を
禁
止
し
て
戦

乱

ω
災
一
氾
よ

h
超
然
に
ら
し
め
、
内
外
人
セ
し
て
安
ん
じ
て
弦
に
居
住
し
、
商
工
業
-T
管
ま
L
U
る
を
必
要
ご
す

る
の
で
あ
る
o

開
〈
ご
こ
み
に
よ
れ
ば
‘
英
凶
に
於
7
1

支
那
各
地

ω和
非
ご
己
も
に
上
海
共
同
租
凶
砕
を
鋤
楽
す

る
交
換
僚
件
己

Lτ
上
十
前
中
立
'v-
提
議

L
、
依
L
以
1
新
し
き
形
式

ω
下
に
中
部
支
那
に
於
り
る
英
凶
り
根
燥
地

を
維
持
せ
ん
ご
す
る
意
見
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
が
、

チ
エ
ン
バ

1
レ
ン
氏

ω
要
求
せ
ん
ざ
す
る
保
防
も
孟

L
之
じ

外
な
ら
ぬ
で
ゐ
ら
ヲ
O

そ
し

τ、
我
凶
り
一
部
に
於
て
も
之

Z
同
一
の
主
張
が
阪
に
現
は

μ
て
ゐ
る
o
今
年
来
米

岡
政
府
よ
り
上
海
中
立
に
闘
す
る
提
議

ω
山
た
少
し
前
に
、
京
阪
神
商
業
品
目
議
所
聯
合
曾
は
、

'
k
掃
を
戦
乱

ω
渦

中
に
投
ザ
し
め
3
3
る
や
う
池
賞
な
る
手
段
を
執
ら
ん
こ
ご
を
政
府
に
要
以
す
る
決
議
を
し
た

ω
で
あ
る
が
、
同
決

議
中
じ
は
中
立
以
る
文
山
ず
は
使
用
し
て
な
か
っ
た
り
れ
ど
も
・
質
は
其
り
意
味
を
合
ん
で
ぬ
た

ω
で
あ
る
。
私
は

此

ω
決
議
案

ω
作
成
に
聞
係
を
有
す
る
者
ピ

L
1
、
崎
川
来
上
海
共
同
租
弊
を
還
附
す
る
場
令
に
、
其

ω
保
件
の
一

時

諭

上
梅
中
立
に
附
す
る
一
晴
務

停
二
十
五
巻

七
丸

2事

現

{二

ブL

"喝句"・



時

論

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
五
巻

ノ、
C 

第

掛

J、
O 

己
し
て
上
海
中
立
を
要
求
す
ぺ
き
こ
ご
を
主
張
し
、
我
が
政
府
が
共
的
資
現
の
鋳
め
に
英
米
側
諸
岡
政
府
正
一
協
訓

せ
ん
ニ

F
f希
山
一
す
る
。

上
海
中
立
は
決
し
て
新
奇
的
考
案
で
は
な
い
1

0

過
去
数
十
年

ω問
じ
或
は
外
岡
政
府
又
は
在
支
外
岡
人
に
よ

h
、
或
は
又
支
那
官
民
自
身
に
よ
っ
て
主
張
せ
-
b
れ
、
貴
行
せ
ら
れ
た
ニ
ご
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
左
に
少
[
一

〈
共
り
沿
革
・
を
叙
越
す
る
。

千
八
一
白
川
十
二
年
八
月
り
市
京
保
約
に
よ
り
、
上
海
が
雨
支
那

ω腐
来
展
門
編
州
筑
波
開
港
正
、
も
に
外
国
貿

易
に
謝
し
て
開
放
せ
ら
れ
た
が
、
翌
年
十
月

ω
追
加
倹
約
に
義
吉
・
内
外
人
の
雑
居
に
件
ふ
イ
き
生
活
上

ω
不
似

bd-
除
V
ん
が
縛
め
に
、
千
八
川
四
十
五
年
十
一
月
同
地
に
和
田
介
が
設
り
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
北
(
後
年
を
闘
す

る
こ
正
八
年
印
も
千
八
百
五
十
三
年
九
月
上
海
城
内
が
援
賊

ω匁
め
に
占
似
せ
ら
れ
た
折
、
列
附
政
府
は
和
田
抑
を

中
立
正
し
、
官
軍
た
る
ご
賊
軍
た
る
ご
を
問
は
中
、

之
を
作
戦
勤
作

ω根
健
地
正
銘
す
ペ
か
ら
一
グ
る
旨
金
制
軍
に

通
告
し

且
州
軍

ω侵
害
に
謝
し
兵
力
主
以

τ防
術

L
た
。
之
が
上
海
中
立

ω
鴨
矢
で
あ
る
ο
其
後
援
蹴

ω乱
半

定
す
る
ま
で
約
十
年
問
、
数
十
市
内
の
支
那
人
は
誌
に
安
全
日
伍
色
避
難
地
を
見
出
し
た
の
で
ゐ
る
が
、
千
人
百
六
十

~-一一一一一

三
年
共
同
視
界
成
立
り
前
後
に
方
り
、
内
外
人

ω安
事
唱
稲
的
斜
め
に
・

上
保
組
削
介
H
A
附
誕
の
一
地
方
を
以
て
列
国

の
保
礎
的
下
に
一
大
白
向
抑
制
市
ぜ
建
設
す
る
計
査
が
め
っ
た
。

降
つ

τ十
九
世
紀
末
日
清
戦
争
開
始
直
前

ωニ
ピ
で
ゐ
る
が
、
中
部
支
那
的
貿
易
拡
ご
し
バ
年
を
抽
出
ふ
て
後
遺

， 氏・. を



し
っ
、
あ
っ
た
上
海
は
・
戦
争
闘
始

ω暁
川
本
海
軍
川

J

攻
盤
台
散
期
せ
ね
ば
な
ら
な
hr

っ
た
が
ら
、
英
同
政
府
は

我
が
政
府
に
劃
し
て
上
海
及
パ
其
川
り
附
返

ω
地
が
巾
立
闘
い
貿
易
に
重
大
な
る
附
係
り
ゐ
る
こ
ご
を
理
由
ご
し

て
、
戦
争
中
必
に
一
切
用
兵
川
動
作
を
錯
す
こ
芭
な
か
ら
ん
こ
t
e
T
要
求
L
来
っ
た
。
我
が
政
府
は
、
不
自
平
に
し

て
け
支

ω
問
に
戦
舗
を
聞
く
こ
ご
が
め
っ
て
も
、
他
ま
で
中
立
説
両
に
柿
害
を
及
ぼ
古
い
V

る
こ
ど
を
主
義
ど
す
る

か
ら
・
上
海
M
A
ぴ
其
山
一
附
返
り
地
を
局
外
中
立
地
ご
す
る
ニ

F
T承
諾
す
る
旨
を
問
答
し
、
従
吋
戦
争
中
上
海
は

金
〈
安
全
な
る
こ
ど
や
得
た
的
で
ゐ
っ
た
。

千
九
汀
十
一
年
秋
支
那
に
第
一
革
命
辿
る
で
上
海
間
界
中
立
が
又
も
や
問
題
ど
な
っ
た
。
皆
川
革
命
軍
は
租

界
内
に
於
て
兵
士
叫
掠
結
暴
行
U
Y

行
は
れ
γ
重
大
な
る
外
交
問
題
を
惹
起
す
る
こ
ピ
を
畏
れ
、
制
到
机
排
規
則
を
後

布
し
た
。
之
に
よ
っ

T
、

華
人
は
何
人
士
論
世
之
阜
械
を
附
附
帯
し
て
税
制
伊
に
入
る
べ
か
ら
A
T
o

若
J
L

軍
械
dT
持

L
て
稲
川
介

γ
同
地
行
す
る
必

要
ゐ
る
ご
き
は
、
初
加
国
府
よ
h
外
交
部
に
知
関
L
、
時
粍
人
数
械
歎
を
附
川
明
し
工
部
局
的
許
可
背
骨
得

τ之島』

殺
す
ぺ
し
。

E
L
て
和
非
を
伶
重
し
、
其
り
地
域
内
に
於
て
戦
守
行
局
ぞ
避
り
に
。

第
二
革
命

ω
と
き
に
も
上
海
祝
芥

ω中
立
が
問
題
ac
な
っ
た
o
其
後
上
海
は
盆
々
俊
迭
し
て
、
共
同
机
Mr
に
居

住
す
る
者
だ
り
で
も
外
国
人
約
三
高
.
支
那
人
約
八
十
高
の
多
き
に
及
び
、
支
那
輸
出
入
貿
易
の
約
四
割
は
此
地

時

前

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

第
二
十
主
審

λ 

第
一
一
揖

λ 

• .・.



時

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

第
ニ
十
五
倍

第一一瞬

λ 

入

論

を
鉱
山
し
て
束
豆
大
陸
の
最
大
市
助
己
な
h
、
外
国
人
の
投
資
も
巨
億
に
蓬
し
、
外
闘
ご
の
関
係
極
め

τ緊
密
正

な
っ
た
か
ら
・
千
九
百
十
四
年
八
月
江
蘇
樹
江
同
省
り
閉
じ
大
衝
突
を
生
じ
て
よ
b
翌
年
末
職
雲
一
掃
せ
ら
れ
る

ま
で
の
閥
、
上
海
中
立
が
腿
次
問
題
ご
な
っ
た
。
北
京
外
交
幽
は
入
月
三
十
日
上
海
央
総
地
方
を
中
立
地
帯
ご
す

る
要
求
を
北
京
政
府
に
致
L
、
翌
年
恭
一
月
に
至
h
又
も
や
上
海
を
兵
樋
川
巷
ご
忽
さ
uv

る
銭
的
、
祖
国
弁
附
近
仁

支
那
軍
隊
内
立
入
タ
戯
裳
せ
ん
こ
?
乞
警
告
し
た
が
、
山
市
に
軍
閥
守
秘
骨

ω目
的
物
ピ
な
h
ヘ
上
海

ω
安
全
を
脅
か

す
二
己
甚
し
か
っ
た
江
闘
機
総
局
は
上
海
総
商
曾

ω
手
仁
引
渡
苫
れ
、
同
時
に
上
海
4
h
支
那
軍
隊
の
引
榔
、
旧
卦

拡
仰
挙
い
り
式
決
解
除
が
決
行
せ
ら
れ
た
。

d
f

・
チ
ャ

4
ナ
-
h
y
イ

l
ク

P
1・
ν
グ
ユ

1ω
報
道
に
よ
れ
ば
、
今
年
表
上
海
凶
共
同
視
界
支
那
人
納
税
者
協

市
日
々

rk-土
正
延
比
は
、
英
凶
兵

ω
上
山
川
仮
遣
を
防
止
せ
ん
が
斜
め
に
、
上
桝
外
凶
似

4
M
に
針
L
、
商
は
給
江
北

は
白
紙
州
ぜ
以
工
界
記
す
る
上
海
中
立

γ
提
議
し
に
さ
う
で
ゐ
る
o

之
a

乙
前
後
し
て
米
凶
政
府
は
二
月
四
日
の
通
牒

を
以
1
、
支
那
同
北
り
巨
-
馴
た
る
張
作
森
比
ぴ
勝
介
石
二
氏
に
掛
し
、
「
共
同
組
界
関
係
各
国
民
の
利
盆
は
嘗
初

よ
hJ-中
和

ω
己
主
に
栄
一
へ
上
海
附
近
お
は
支
那
一
般
に
一
旦
る
戦
乱
り
あ
る
場
合
に
打
撃
伝
家
つ

k
。
従
1
時間来

此
川
商
地
に
居
住
す
る
内
外
人
の
生
命
財
産
に
謝
し
て
加
へ
ら
る
べ
き
損
害
を
川
家
得
る
限
り
最
少
限
度
仁
止
め

ん
が
潟
め
に
、
共
同
視
界
在
留
外
岡
人
並
に
其

ω
本
凶
政
府
は
一
致
し
て
闘
内
山
肌
識
的
軍
側
よ
h

港
-
さ
か
り
、

且
出
来
る
限

loカ
を
致
し
て
、
租
削
介
が
如
何
な
る
業
振
に

4
っ
て
も
利
川
寄
れ
る
こ
さ
を
防
止
す
る
の
政
策
を
取

. . ~... 



b
来
っ
た
次
第
で
あ
る
」
ニ
正
?
を
鴻
て
上
海
共
同
租
界
を
交
戦
匝
域
よ
b
除
外
し
、
以

τ米
岡
人
並
に
他

ω外

国
人
に
謝
L
充
分
な
る
保
護
台
奥
ム
ペ
き
こ
ご
を
提
議
L
た
。
此
り
提
議
以
南
北
り
反
封
守
受
り
て
不
成
立
に
終

っ
た
り
れ
円
ど
も
、
米
凶
政
府
は
共
催
之
を
永
久
に
葬
去
る
積
で
あ
ら
う
か
。

豆

以
上
に
述
べ
た
や
う
に
、
上
海
中
立
は
今
日
ま
で
に
雄
衆
主
張
せ
ら
れ
、
賀
行
せ
ら
れ
た
こ
正
も
ゐ
る
が
、
上

↑
跡
的
範
凶
に
つ
い
十
て
は
時
に
戚
山
慨
が
ゐ
つ
柁
。
或
時
は
単
仁
共
同
組
凶
抑
か
叉
は
共
同
祖
国
世
ピ
偽
岡
純
国
骨
子
乞
意
味

し
、
或
附
は
此
り
こ
相
界
的
外
に
上
伽
城
内
を
始
時
附
近
的
支
那
街
を
包
括
し
、
叉
或
附
は
一
一
府
大
な
る
上
泌
を

意
味
し
て
市
は
松
江
北
は
蘇
州
に
迭
す
品
庚
大
な
る
地
域
に
及
ぶ
こ
ご
も
あ
っ
た
が
、
中
立

ω
目
的
を
迭
す
る
に

は
、
ー
上
海
二
組
界
を
中
心
正
す
る
相
常
康
き
地
域
を
交
戦
川
城
よ
り
除
外
す
る
ニ
ピ
を
必
要
ピ
す
る
で
ゐ
ら
う
。

も
つ
ピ
も
、
私
が
主
町
駅
甘
ん
Z
す
る
上
海
中
立
は
永
久
的
の
も
の
で
は
な
い
。
支
那
に
有
力
且
安
闘
な
る
政
府
が

樹
立
ぜ
ら
れ
、
内
乱
に
よ
っ
て
外
岡
人
の
生
命
財
産
り
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
良
な
さ
仁
至
れ
ば
、
常
然
直
も
に
山
崎

止
せ
ら
る
ぺ
き
で
ゐ
る
ご
考
へ
る
が
‘
此
的
意
味
に
於
り
る
上
海
中
立
仁
し
て
一
行
は
れ
ん
か
、
今
後
長
一
礼
一
帯

ω

治
安
が
大
に
・
蒸
れ

τも
外
国
人
は
上
海
に
於
て
安
心
し
て
肘
位
し
、
商
工
業
に
従
端
す
る
こ
ぜ
eg得
る
が
、
之
E

同
時
に
上
海
二
租
界
内

ω約
百
高

ω支
那
人
は
勿
論
内
こ
吉
、
共
的
附
近
に
在
る
数
百
古
内
の
支
那
人
も
亦
地
の
利

盆
に
均
搭
す
る
こ
正
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
髪
似

ω乱
蛍
時
よ
h'
上
海
は
支
那
の
何
れ
の
地
方
よ
b
も
生
命
財
産

目干

件

面開

上
梅
中
立
に
幽
す
る
一
帯
鋳

第
二
十
五
管

耳Z

観

ノ、

J、

一…一一. . .・.唱



R暑

上
海
巾
立
に
瑚
す
る
一
考
察

第
二
十
五
省

λ 
凶

第
-
抗

λ 
四

箇

を
托
す
る
に
最
も
安
全
り
場
所
で
あ
つ
が
、
爾
来
内
乱
あ
る
毎
に
多
数
の
避
難
支
那
人
を
迎
へ
て
急
速
的
援
展
を

遂
げ
、
今
日
翻
る
が
如
き
大
同
際
部
市
E
な
う
た
の
で
あ
る
。
上
海
中
立
に
し
て
行
は
れ
ん
か
、
今
後
の
偉
大
な

る
紫
袋
、
期
し
て
待
つ
べ
き
で
あ
ら
う
。

国
雌
凶
山
世
に
熱
中
す
る
支
那
岡
民
正
し
て
は
、
斯
〈
て
は
上
海
共
同
羽
田
神
威
止
の
空
名
を
得
る
に
過
ぎ
ぬ
。
同

地
の
中
立
に
よ
っ
て
支
那
は
新
に
其

ω同
様
を
束
縛
せ
ら
れ
、
結
局
何
等
得
る
正
こ
ろ
が
な
い
で
は
な
V

か

E
云

ふ
で
あ
ら
う
o

け
れ
ど
も
、
上
過
り
通
り
、
上
泌
中
立
は
従
来
行
は
れ
来
っ
た
こ
芭
で
、
新
し
い
束
縛
を
支
那
に

加
~
ん
E
す
る
も
の
で
な
い
ば
か
h
で
な
〈
、
支
那
が
不
辱
等
倹
約
厳
梨
悶
糊
岡
山
叫
的
要
求
を
錯
す
に
方
っ
て

は
、
白
幽

ω立
場
ば
h
r
h
を
考
へ
す
、
相
手
囲
内
利
害
も
顧
み
、
其
山

A
(

口
調
的
要
求
は
成
る
ぺ
〈
之
を
容
認
す
る

瓦
譲
り
的
制
紳
が
ゐ
ら
ね
ば
な
ら
白
。
自
凶
仁
、
在
留
外
国
人
に
調
し
共
の
生
命
財
産
叫
安
全
を
保
M

押
す
る
府
民
カ
が

な
〈
、
国
際
義
務
を
金
ふ
す
る
ニ
己
が
出
来
な

ν
に
も
拘
は
ら
す
、
内
乱
山
際
中
部
支
那
に
於
て
唯
一
一
円
避
難
蕗

た
る
べ
き
上
海
共
同
税
外
ま
で
も
抑
制
傑
件
に
岡
牧
し

τ、
在
留
外
凶
人
に
会
〈
安
住
山
地
を
奥
へ
ぬ
こ
ご
は
図
際

道
義
仁
背
反
し
、
且
結
局
支
那

ω大
な
る
不
利
己
な
る
で
あ
ら
う
0

(

六
月
十
日
)

迫
言r.

六
月
十
四
日
時
事
新
報
掲
載
上
海
特
電
仁
よ
れ
ば
、
上
海
凶
闘
民
議

ω
聞
に
、
上
海
は
元
来
閥
際
関
係

の
複
雑
な
る
土
地
で
わ
る
か
ら
、
岡
地
附
組
界
的
岡
牧
に
は
漸
進
的
手
段
を
己
ら
ね
ば
な
ら
曲
ご
い
ム
芭
こ

ろ
か
ら
、
岡
机
M
ベ
城
内
、
問
北
‘
商
市
及
び
央
総
を
併
せ
て
「
大
上
海
中
立
特
別
都
市
」
ピ
名
つ
り
、
市
り

. . '.. 



行
政
は
市
内
に
居
住
し
一
定
川
資
格
を
有
す
る
者
の
中
よ
内
選
出
せ
ら
れ
た
る
議
員
を
以
て
組
織
す
る
市
多

事
曾
の
決
議
に
擦
り
、
図
民
政
府
内
任
命
す
る
市
長
之
を
執
行
L
、
そ
し
て
市
を
十
五
年
間
絡
調
に
中
立
正

L
τ
、
何
仰
い
の
闘
も
軍
隊
軍
艦
を
駄
屯
せ
し
む
る
こ
芭
を
得
な
い
こ

Z
E
し
、
期
間
新
過
後
特
別
市
政
を
蔚

止
し

τ、
完
全
に
之
を
支
那
政
府

ω手
に
枚
h
u

ぺ
し
己
主
張
す
る
者
が
ゐ
る
古
う
で
あ
る
。
果
し
て
一
般
の

賛
成
を
得
る
か
否
か
。
中
立
ご
す
ぺ
き
地
域

ω範
幽
並
じ
市
委
副
曾
叫
組
制
に
つ
い
て
疑
問
が
め
る
か
ら
、

断
明
ら
〈
批
評
を
差
持
へ
る
。

時

上
海
中
立
に
闘
す
る
一
考
察

第

碑

λ 
五

歯

第
二
十
五
巻

J、
E 

. 
叩~，.，...，.."，.日一前

，"・.


